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トピ ッ ク ス
イ ンプ ラン ト周囲炎の リスクフ ァクター としての歯周炎
奥羽大学歯学部歯科保存学講座歯周病学分野　高橋 慶壮
で歯を喪失 してインプラン ト治療 を受けた患者は
歯周炎の リスクが高い と考 えられ るので,歯 周炎
の リスク因子が適切に改善 されなければ,当 然な
が らインプラン ト周囲炎にも罹患する 「確率」は
上昇 します(図1)。 口腔 インプラン ト治療 を受
ける前にインプラン ト周囲炎に罹患するリスクを





ラキシズム,そ の他)は インプラン ト周囲炎にも
同様にリスクとして作用すると考 えられます。一
方,イ ンプラン ト周囲炎の リスクイ ンデ ィケー
ターとして 「不良な口腔清掃」「喫煙」および 「歯
周炎の既往」が報告 されてお り2,3),糖尿病 とアル
コール過剰摂取はまだ候補因子です。歯周炎とイ
ンプラン ト周囲炎の リスクは非常に類似 してお り,
不良な生活習慣が長期 に積算 されて悪影響を及ぼ
す と考えられています。








高 橋 慶 壮:歯 周 治 療 　 失 敗 回 避 の た め の ポ イ ン ト
33　 ～ な ぜ 歯 周 炎 が 進 行 す る の か,な ぜ 治 ら な







に対 してインプラン ト治療が適応 されるケースが
急増 しています。「喫煙」 「ブラキシズム」 および
「重度な歯周疾患」は口腔インプラント治療のリ


















的なエ ビデンスはまだ不十分 と解釈できます。 し
かし,歯周炎がインプラント周囲炎のリスクファ
クターと呼ばれるのも時間の問題で しょう。
　 リスク(Risk)の語源 はラテ ン語 の"risicare"






ます。ヒ トの個体差が大 きく個々の患者の疾患 に
関わる因子が複雑す ぎて他 に適切な手段がないの
でしよう3)。
　 これまでの疫学研究からは,歯 周炎の高 リスク
患者は8%程 度,低 リスク患者 は10%,残りの
約8割 は中間的 リスク患者です。これは欧米でも
アジアでも非常に似通 っています。歯周炎が原因
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